
        「麗し千客万来の都市・堺」 
前田秀一  

１．提案事業名  
“都市魅力”情報総括機関「堺“おもてなし”コミュニティ」の

構築および運営  
２．事業の目的  
 官民一体となって堺の“都市魅力”を創造的に再生し、国内外に

セールス・プレゼンテーションを行うことが必要であり、多面的な

自由度と経済性のバランスをもった対応が不可欠である。その為、

民間が主体性を発揮して取り組むことが望ましく、堺商工会議所

が、堺の都市魅力情報を総括的に発信・発行する“都市魅力”情報

総括機関「堺“おもてなし”コミュニティ」を構築し、運営する。 
３．事業の背景  
都市を輝かせるには、都市の魅力発見とそれを活かす自治体の 

経営センス、官民一体となった都市セールスの強化、情報提供、住

民の誇りやホスピタリティに満ち溢れ、誰もが観光を楽しめるバリ

アーフリーの都市づくり、長期滞在を可能にするコストの低減化や

周辺都市との広域連携などが必要である ＊ １ 。 
 現代において、都市観光は、知的な楽しみを享受する「自分のた 
めの観光」と言われている。つまり、旅が芸術、文化の鑑賞、都市 
の歴史を学び、新たな暮らしを創造するといった知的欲求を満たす 
多様な体験へと変容していることを意味する。 
 堺市にあっては、市民が誇りを持って住み続けたいと感じるとと

もに、自らが堺市の独自の“都市魅力”を発見し、創造的に再生、

活用して堺市のイメージ・アップを図り、心を込めて来訪者をもて

なすほどに「住み続けたいまち」であり、来訪者が「訪れたいま

ち」であることが好循環するような戦略の推進が望まれる。 
 これら好循環の達成は、「求める側」と「もてなす側」の間に効

率よく、適切に良質の生きた魅力情報がマッチングすることによっ

て達成されることになる。 
４．現状の課題と解決への取組み  
 堺市文化観光振興懇話会では、堺市・国際文化観光部の諮問を受 
けて、平成15年 7 月に「にぎわいのあるまちに向けて」堺市の文化 
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観光振興施策に関する意見書をまとめた ＊ ２ 。 
「堺市の文化観光施策の方向性」―ビジター誘致のあり方 ＊ ２  
 ①堺市のブランド・イメージの構築  
  候補：茶の湯、古墳、伝統産業、与謝野晶子など 
  施策：歴史的・文化的な物語性を付加し、観光価値を高める 
 ②アクセス環境の整備 
  物語をビジターが体験する為のアクセス手段の整備 
   観光コース別、駐車場、路面電車、観光バス、自転車 
 ③その他の観光関連施設 
  トイレの整備、休憩場確保、案内施設整備 
 ④文化観光事業の活性化 
  収益事業の財源を堺のプロモーションに活用 
  ビジターを誘致する為の文化事業の活性化 
 ⑤国際交流を通じた事業展開 
  堺市に在住・在学留学生等を対象とした堺体験ツアーの実施 
  堺の歴史・文化を活用した海外からのビジター誘致の推進 
 市立堺病院跡地に建設が予定されている文化観光拠点について

は、堺のブランド・イメージ「茶の湯」を主テーマに挙げ、その基

本方向として「ビジターと市民が交流できる場」とすることが提案

された。 
 事業展開のあり方として、「民」の資本やノウハウを活用した

「官」との役割分担が述べられ、「まちづくり」と一体的に推進す

る地域の活性化など堺のにぎわいづくりが具体的に説かれている。 
 平成12年度および平成13年度に堺市・都市政策部の主宰により、
独自の「都市魅力」の発見・再生と創造により都市のイメージ・ア

ップを図り、「訪れたいまち」、「住み続けたいまち」堺へのステ

ップ・アップを図ることを目的として、「魅力ある都市づくり検討

調査」が計画され、堺市在住者、在勤・在学者による「36人衆」を
公募しワークショップを開催して市民提案をまとめた ＊ ３ 、 ４ 。 
「都市魅力の創出に向けた共通理念」 ＊ ４  
 ①新しいコミュニティの構築 
  「魅力要素情報受発信システム」を中核として、地域社会を 

基盤とした自主的活動の醸成 
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 ②市民ネットワークの展開 
  市民活動、民間セクター、行政との情報交換、協働、事業委託 
 ③市民活動を中心とした魅力づくり  
  魅力ある都市づくりへ向けて市民自信による都市魅力の発見、 

再生、創造 
 平成13年 4 月、「36人衆」ワークショップの成果を具体的に市民
活動として実施展開することを目指し、参加者有志により堺の“ま

ち”文化の発見、再生、創造を活動の趣旨として市民活動団体“堺

なんや衆”（堺“納屋衆”をイメージしたネーミング）が設立され

活動を開始した ＊ ５ 。 
５．提案事業の実施方法  
 図‐１に“都市魅力”情報総括機関「堺“おもてなし”コミュニ

ティ」の事業体系を示した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 表‐１に「堺“おもてなし”コミュニティ」運営における事業収

支および施策を示した。 

３ / ４  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 “都市魅力”情報総括機関「堺“おもてなし”コミュニティ」

は、堺市 ( 行政 ) 、民間および市民団体３セクターからなる運営委
員会を併設し、協働、支援体制を組み、総合企画、魅力情報総括、

市民事業 ( コミュニティ・ビジネス ) 運営支援などの協力を得る。 
 堺市および民間セクターからの助成金および協賛金を当初資金と

し、経常的には、ＨＰ広告収入と堺市から発行機能を受託した「グ

ラフさかい『View』」を堺市の都市魅力情報の基幹誌として編集、
育成し、国内外に広く販売して事業収支のバランスに資する。以上 
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2.堺市文化観光振興懇話会（国際文化観光部観光担当）；「堺市の
文化観光振興施策についての意見書」－にぎわいのあるまちに向

けて－平成15年 7 月 
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